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なんのため？
 「人間のことばを正確に理解して考えられる機械」への第一歩
まぎれのない意味をもつ問題文をもとに日本語の性質を深く分析

〔１〕 a を定数とし、x の2次関数
y = x2 – 2(a+2)x + a2 – a + 1

のグラフをG とする。

グラフG とy軸との交点のy座標をY とする。Y の値が最小
になるのはa = [ans1] のときで、最小値は [ans2] である。

「y = x2 – 2(a+2)x + a2 – a + 1」は
ただの等式ではなく、関数関係の定義：
 λy. λx. y = x2 – 2(a+2)x + a2 – a + 1
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a G Y p
G = graph(λy.λx. y=x2-…)
intrsctn_of([G, λy.λx.x=0], p)
Y = y_coord(p)
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(φ ;                     ) a = ans1
Y = Ymin

λφ.
Y ≧ Ymin
Ymin=ans2

「最小値は[ans2]である」
 （Y の値が最小になるとき、そのときの Y の)

最小値は [ans2] であるの意味 （省略の理解！）
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